
 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

アマミノクロウサギと共存（小学校高学年・総合） 

【問１】 環境省によると、保護対策により、奄美大島と徳之島のアマミノクロ

ウサギの推定個体数は２０２１年時点で約何匹まで増えているとみられます

か。 

（ ２万２千 ）匹まで増えているとみられる。 

【問２】 アマミノクロウサギの交通事故は、どのような場所で増えています

か。 

奄美大島では（ 国道 ）や（ 県道 ）で、徳之島では（ 北部 ）の道

路で増えているという。 

【問３】 環境省奄美群島国立公園管理事務所の鈴木真理子希少種保護増

殖等専門員は、どのようなことを話しましたか。 

「今後は（ 保護 ）だけでなく、いかに（ 共存 ）するかが重要となる。

車の運転時の注意を呼びかけ、人もアマミノクロウサギも（ 安心 ）して過

ごせるように対策を進めたい」と話した 

【書きましょう】 この記事を読んだ感想を書きましょう。 

 

 

 
             奄美（あま・み） 徳之島（とく・の・しま） 事故（じ・こ） 環

境省（かん・きょう・しょう） 匹（ひき） 見込（み・こ）み 減（へ）った 超（こ）え 高止ま

り＝ある数値が高いまま変わらないこと 状況（じょう・きょう） 根絶（こん・ぜつ）＝根もと

からすっかりなくすこと 猫（ねこ） 対策（たい・さく） 個体（こ・たい） 回復（かい・ふく） 

影響（えい・きょう） 過去（か・こ） 精査（せい・さ）＝詳しく調査すること 保護（ほ・ご） 

推定（すい・てい）＝まだ分かっていないことを、こうだろうと見当をつけて決めること 増

（ふ）えて 出現（しゅつ・げん） 事務所（じ・む・しょ） 増殖（ぞう・しょく）＝（生き物が）増

えて、多くなること 専門（せん・もん） 共存（きょう・そん）＝二つ以上のものが、いっしょ

に生きること。きょうぞん 呼（よ）びかけ 過（す）ごせる 対策（たい・さく） 

 

むずかしい漢字とことば 

（        ）小学校（ ）年（ ）組 氏名（              ） 
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